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神の国の証人ブルームハルト父子神の国の証人ブルームハルト父子
待ちつつ急ぎつつ待ちつつ急ぎつつ
井上良雄井上良雄［著］［著］

バルト神学の原点
強烈な終末論的信仰や社会主義運動への参画によって瞠目され、
カール・バルトに決定的な影響を及ぼしたドイツの牧師ブルーム
ハルト父子。その二代にわたる牧会と社会運動への挺身を描き切
った、渾身の神学的評伝。

【著者】井上良雄（いのうえ・よしお）
1907年―2003年。東京府立第一中学校、第一高等学校を経て京都帝国大学独文科卒。同人誌『磁場』

『麺麭』などで文芸評論を書き、「宿命と文学に就いて」「芥川龍之介と志賀直哉」などで新進批
評家として注目された。法政大学講師となるが、34 年、治安維持法違反で検挙され失職。その後、
日大で講師を務めながら精神的彷徨の時期を過ごす。このころカール・バルトを読み、また教会
に通い始めた。45 年 3 月、日本基督教団信濃町教会で福田正俊牧師から洗礼を受ける。戦後は「キ
リスト者平和の会」の創立に尽力。日本基督教団社会委員長を歴任。また東京神学大学教授とし
てドイツ語を教えると共に、バルト『教会教義学』第四部「和解論」の全訳を完成。他にバルト

『教義学要綱』など多数の翻訳がある。著書に『主よ、われら誰に行かん』、『汝ら時を知るゆえに』、 
『山上の説教』、『戦後教会史と共に』、『ヨハネ福音書を読む』など。
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